
事 務 連 絡

平成26年5A26日

一般社団法人 日本産業 ・医療ガス協会 会長 殿

労働基準局安全衛生部

化学物質対策課長

平成26年 度 厚 生 労 働 省 委 託 事 業

「ラベ ル ・SDS活 用 促 進 事 業 」 の 開 始 に っ い て

労働 安 全 衛 生行政 の運 営 につ き ま して は、 日頃 か ら格段 の御協 力 を賜 り厚 く御

礼 申 し上 げ ます 。

さて、化 学物 質 に よる健康 障害 防止 対策 に関 し、特 に中小 規模 事業場 にお け る

適 正 な化 学 物質 管理 の実施 を促進 してい く観 点 か ら、今般 、厚生 労働省 にお いて

は、標記 の委託 事業 を下記 の とお り開始 しま した。

本事 業 で は、 ラベ ルやSDS（ 安 全 デ ー タ シー ト） を リス クア セ ス メ ン トな ど

現場 の化 学 物質 管理 に活用 して い くた めの手法等 につ いて 、相談 窓 口を設 置 し、

事 業者 か らの相 談 を受 け付 け る と ともに、事業者 か らの希望 等 に応 じて専 門家 を

派遣 して実 地指 導 を行 うこ とと して います。

つ きま して は、貴 団体 におかれ ま して も、傘 下会員 に対 し、化 学物質 管理 に関、

す る相 談先 として教示 い ただ くな ど、本 事業 の周 知 、活 用 に御 協力 い ただ きます

よ うお願 い します。

記

1事 業 名

ラベ ル ・SDS活 用 促 進 事 業

2委 託 先 （平 成26年 度 ）

テ ク ノ ヒ ル 株 式 会 社

httl／ ／www．technohill，co． ／news／oshirase／370－ －26sds，html

（詳細 は別 添 の とお り）



3事 業 概 要

（1） 化 学 物 質 管 理 対 策 に 関 す る相 談窓 口の設置

ア 労働 安 全衛 生法 に基 づ くラベルやSDSの 作 成 （GHSに 基 づ く化 学 物 質 の

危 険 有 害 性 分 類 を含 む。） 、化学物 質 に係 る リス クアセス メ ン トな どにっ

いて事 業者等 か らの照会 ・相 談 に対応 す るた め、電話 、 メー ル等 に よる無

料 の相 談窓 口を設 置 しま した。

イ リス クアセ ス メ ン トの実施 に係 る相談 が あった際 には、Web上 で 情 報 を

入 力 す る こ と に よ り リス クアセ スメ ン トが実施 可能 なツール で あ る 「化 学

物質 リス ク簡易評価 法」 （コン トロール ・バ ンデ ィン グ）※を紹 介 す る と

ともに、相談 者 の希 望 に応 じて 、各 事業 場 にお け る化 学物質 の使 用 状況等

を聞 き取 りつ つ 、相 談窓 口で情報 の入力 を実施 し、 出力 され た結 果 を相談

者 に対 してメール ・FAX等 の 方 法 に よ り送 信 します 。

※ 参 考

「化 学 物 質 リス ク 簡易 評 価 法 」 （コ ン トロー ル ・バ ンデ ィ ン グ ）

ILOが 、 化 学 物 質 に係 る 簡 単 で 実 用 的 な リス ク ア セ ス メ ン トの ツ ー ル と して 開 発 した

も の で あ り、 作 業 の 種 類 や 、 化 学 物 質 の 種 類 ・使 用 量 等 を 入 力 す る こ と に よ り、 推 定

され る リス ク レベ ル 及 び 講 ず る べ き対 策 が 表 示 され る 。 厚 生 労 働 省Webサ イ ト 「職 場

の あ ん ぜ ん サ イ ト」 内 に公 開 して い る。

htt： ／／anzeninfo，mhlw，o、1／ras／useエ ／anzerl／ka’／ras ＿start．html

（2） 中小 規 模 事 業 場 を 主 な対 象 とす る訪 問指 導

相 談窓 口で リス クアセ スメ ン トの実施 につい て相 談 のあ った事業 場 の うち 、

事業場 の希望等 に応 じて 、実施 す るこ とが適 当 と考 え られ る事 業場 に対 し、

専 門家 を派遣 し、化 学物 質 に係 る リス クアセス メ ン トの実施 につ いて 、訪 問

指導 を行 い ます。

なお、訪 問指 導 にっい ては、事業場数 に上限 があ る ことか ら、御 希望 に応

じる こ とがで きな い場合 があ ります。
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【化学物質管理】 「厚生労働省 平成26年 度ラペル ・SDS活 用促進事業」無料柑談窓口のお知6せ

f厚生労働省 平成26年 度ラベル ・SDS活用促進事業」の受託による無料相談窓［］の開設について

弊社は、平成26年 度の厚生労働省の 「ラベル ・SDS活用促進事業」を受託 し、平成26年4月30日 から、

化学物質管理に関する相談窓口を開設いたしました。

2014年5月20日 （火曜日）

平成24年 の労働安全規則の改正に伴いs危 険有書性のあるすべての化学物質1［ついては、

ラ〔ル表示 ・SDSの交付等が努力義務とされています。

さらに、危険有害性のある化学物質を取り扱う事業者には、 「化学物質等による危険性または有害性等の

調査に関する指針」による 「化学物質のリスクアセスメント」を行うことが求められています。

現在、厚生労働省では、職場における化学物質による健康障害等を防止するために、

労安法の改正等の法制度整備が進められていますが、改正により、SDS交 付対象物質について

リスクアセスメントを行うことが義務｛寸けられますg

この様な状況から、中小規模の事業者の皆様が事業活動を安全に行）ていただく支援ために、

下記の項目の相談を承ります。

一中小企業の事業場の化学物質の リスクアセスメン トの支援

・リスクアセスメントを行うための化学物質等の危険性または有害性の特定の仕方

・リスクアセスメント結果の内容の解説

・リスクを低滅するための措置

※リスクアセスメントを行う簡易ツールfコ ントロールパンディング」が厚生労側省のホームページに

提供されています。rコ ン トロールパンディング」は、化字物質を取り扱う作業ごとに、

「化学物質の有書性」、 「物理的形態 （揮発」脚 飛散性｝」、 「取扱量」の3つの要素の情報から、
く

リスクの程度を4段 階にランク分けし、ランクに応じた一般的な管理対策を示すほか、

一般的に行われる作業については
、より具体的な実施事項を示す （管理手段シート）ことができ、

厚生労働省より推奨されています。

一化学物質のGHS対 応のラペル ・SDSに ついて

・GHSに 基づく化学物質等の危険有害性の分類

・ラベル ・SDS記載の内容についての説明等

◆連絡先、受付時間◆

窓口 ：テクノヒル株式会社 化学物質管理部門

電話 での相談受付は平 日10：00～17：00（12：00～13：00を 除 く） となってお ります。

TEL：03・6231・e133ま たは03－6231－0851

メールでのご相談はメールで回答致します。

E－mail：chemiealtechohIl．co，


